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「第１回 川内沢ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場」

流域及び河川の概要について流域及び河川の概要について
ダ川内沢ダムの概要について川内沢ダ 概要
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流域（圏域）の概要流域（圏域）の概要流域（圏域）の概要流域（圏域）の概要
増田川圏域は、名取市、岩沼市の一部及び仙台市の一部からなる。一級河川名取川水
系に属する河川は9河川で総延長は約46 となる 主な河川は増田川 川内沢川及び

名取川下流部に位置する川内沢川は、標高5m以下の低地である中下流の平野部と、標
高 丘陵地 低山地 ある上流 山地部に大別される

流域（圏域）の概要流域（圏域）の概要流域（圏域）の概要流域（圏域）の概要

系に属する河川は9河川で総延長は約46kmとなる。主な河川は増田川、川内沢川及び
太平洋に沿って南北に流れる北貞山運河、南貞山運河である。

川内沢川は、五社山に源を発し、JR東北本線館腰駅付近を流下し、仙台空港の臨空工

高120～300mの丘陵地～低山地である上流の山地部に大別される。

平野部は後背湿地が広く分布しており排水は良くなく、また、山地部からすぐに平野部に
地形が変化するため、平野部への雨水の流出が速く、浸水被害が発生しやすい地形と

業団地を貫流して南貞山運河に合流する流域面積約17.3km2、指定区間延長約9.4kmの
一級河川である。
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川内沢川流域

土地利用は、名取川と阿武隈川の両水系に囲まれた
「名取耕土」と呼ばれる肥沃な平野が広がり気候も温
暖なため、平野部の多くは水田として利用されている。

近年においては、東北の中枢都市である仙台都市圏
の一つとして、国道4号沿いや仙台空港周辺において
宅地が徐々に増加し、市街地としての発展が続いてい宅地が徐々に増加し、市街地としての発展が続いてい
る。

昭和昭和5151年と平成年と平成99年 土地利用 推移年 土地利用 推移昭和昭和5151年と平成年と平成99年の土地利用の推移年の土地利用の推移
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交通網交通網交通網交通網
流域及びその周辺の交通網は、国道4号、仙台東部道路を始め、県道では主要地方道であ

交通網交通網交通網交通網
流域及びその周辺の交通網は、国道4号、仙台東部道路を始め、県道では主要地方道であ

地質地質地質地質

上流の山地部は 火山性堆積物である火山角礫岩 凝灰角礫岩や安山岩熔岩 玄武岩熔

仙台空港

流域及びその周辺の交通網は、国道4号、仙台東部道路を始め、県道では主要地方道であ
る仙台岩沼線、塩釜亘理線等が走っている。さらに仙台空港アクセス鉄道事業、臨空都市
計画事業整備に伴い、一般県道仙台館腰線 愛島バイパス及び都市計画道路「大手町下増
田線」「下増田関下線」が相次いで開通している。

流域及びその周辺の交通網は、国道4号、仙台東部道路を始め、県道では主要地方道であ
る仙台岩沼線、塩釜亘理線等が走っている。さらに仙台空港アクセス鉄道事業、臨空都市
計画事業整備に伴い、一般県道仙台館腰線 愛島バイパス及び都市計画道路「大手町下増
田線」「下増田関下線」が相次いで開通している。

上流の山地部は、火山性堆積物である火山角礫岩、凝灰角礫岩や安山岩熔岩、玄武岩熔
岩及び凝灰質の砂岩やシルト岩等の固結堆積物、中下流の低平地は、礫・砂・粘土といった
未固結堆積物で占められている。

仙台空港
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沢
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鉄道では、JR東北本線に加え、仙台空港アクセス鉄道が平成19年3月18日に開通し、仙台
空港を中心として利便性の高い交通網が整備されている。
鉄道では、JR東北本線に加え、仙台空港アクセス鉄道が平成19年3月18日に開通し、仙台
空港を中心として利便性の高い交通網が整備されている。
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交通網図

出典
：宮城県ホームページ、宮城県道路地図
:仙台空港アクセス鉄道パンフレット
:平成11年度 道路交通量調査総括表表層地質図

出典：昭和58-59地質調査（仙台）
（昭和61年度 通産省工業技術院）
：土地分類基本調査図（岩沼）
（昭和57年度）

公園及びレジャー施設・史跡公園及びレジャー施設・史跡公園及びレジャー施設・史跡公園及びレジャー施設・史跡都市都市計画計画都市都市計画計画

（昭和 年度）

周辺地域の公園としては、樽水ダム公園、十三塚公園、仙台空港の臨空公園等が整備されて
いる。

レジャー施設としては 川内沢川上流部に東北電力名取スポーツパーク ゴルフ場などが整

増田川圏域内の中心に位置する名取市においては、東北の中枢都市である仙台都市圏の
一つとして、また、東北地方の空の玄関口である仙台空港の臨空地区として、仙台空港・岩
沼臨空流通工業団地やグリーンポート愛島地区の開発が行われてきた。 レジャ 施設としては、川内沢川上流部に東北電力名取スポ ツパ ク、ゴルフ場などが整

備されており、史跡としては、東北最大規模の前方後円墳である雷神山古墳をはじめとして、
多種多様な文化財が保存されている。

美田園駅周辺

沼臨空流通 業団地やグリ ンポ ト愛島地区の開発が行われてきた。

増
田

雷神山古墳

川

→
増田川

川内沢川

仙台空港・岩沼臨空工業団地

雷神山古墳川内沢川

臨空公園グリーンポート愛島
（平成14年9月撮影）

自然公園等位置図

出典：「観光データブック 2000」宮城県

:「宮城県遺跡図」平成10年3月(宮城県教育委員会）
:名取市関下土地区画整理組合

都市計画図
出典：宮城県ホームページ

:名取市ホームページ
:仙塩広域都市計画 名取市都市計画総括図

等
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人口及び世帯数人口及び世帯数人口及び世帯数人口及び世帯数

名取市 岩沼市の人口は 平成22年11月末現在で それぞれ約7万2千人と約4万4千人 世

気象気象気象気象

気候は 冬季は表日本型の特性が最も顕著な地域で 降水量が少なく好天が多い 名取市、岩沼市の人口は、平成22年11月末現在で、それぞれ約7万2千人と約4万4千人、世
帯数はそれぞれ約2万6千世帯と約1万6千世帯であり、仙台市のベットタウンとして人口は増
加傾向である。

気候は、冬季は表日本型の特性が最も顕著な地域で、降水量が少なく好天が多い。
太平洋を北上する黒潮のため月平均気温が氷点下になることはほとんどなく、仙北地域に
比べて比較的温暖な気候である。
近傍の仙台気象観測所では 過去10年間(2002～2011)の平均気温は12 7℃ 月平均降水

人口および世帯数の伸び率
近傍の仙台気象観測所では、過去10年間(2002 2011)の平均気温は12.7℃、月平均降水
量は108.6mm、年平均降水量1,303mmである。
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産業産業産業産業 上水道・下水道上水道・下水道上水道・下水道上水道・下水道

仙台

産業産業産業産業

名取市、岩沼市の産業は、農業や林業などの第一次産業が占める割合が減少し、建設業
などの第二次産業の割合においても、近年は減少傾向である。サービス業などの第三次

上水道 下水道上水道 下水道上水道 下水道上水道 下水道

上水道は、七ヶ宿ダムを水源とした仙南・仙塩広域水道、釜房ダム、及び樽水ダム等から供
給されており、上水道普及率はほぼ100%である。第 産 、 減 傾 あ 第

産業の割合が増加しており、第三次産業の割合が全体の70％程度を占めている。

15歳以上産業別人口

給されており、上水道普及率はほぼ100%である。

下水道の普及率は、人口比率で80％以上となっており、都市地域として十分に整備が行われ
ている。
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川内沢川の流況と自然環境川内沢川の流況と自然環境川内沢川の流況と自然環境川内沢川の流況と自然環境川内沢川の流況と自然環境川内沢川の流況と自然環境川内沢川の流況と自然環境川内沢川の流況と自然環境
川内沢川の流況は 下表に示すとおりであ 水質の類型指定は 川内沢川においては 全区間でB類型に指定されている川内沢川の流況は、下表に示すとおりであ
る。一般的に流域面積100km2あたりの渇水
流量は1m3/s程度と言われており、これと比
べると、川内沢川の水量は1m3/sを大きく下

中ノ沢水位観測所

●

水質の類型指定は、川内沢川においては、全区間でB類型に指定されている。

川内沢川の水質は以前は環境基準を上回る数値もみられたが、近年においては、類型指定
を満足する水質となっている。ると、川内沢川の水量は /sを大きく下

回っている年度が多く、流量が豊富な河川と
は言えない。

●

水水水質の経年変化（水質の経年変化（BOD75BOD75％値％値）

中ノ沢水位観測所 位置図

水水水質の経年変化（水質の経年変化（BOD75BOD75％値％値）
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豊水流量 平水流量 低水流量 渇水流量
年

川内沢川川内沢川 中ノ沢水位観測所地点における流量中ノ沢水位観測所地点における流量

2.0

3.0

4.0

5.0

H14 0.121 3.3 0.073 2.0 0.030 0.8 0.012 0.3

H15 0.179 4.9 0.090 2.5 0.043 1.2 0.010 0.3

H16 0.069 1.9 0.043 1.2 0.018 0.5 0.001 0.0

H17 0.173 4.7 0.085 2.3 0.056 1.5 0.040 1.1

0.0

1.0

H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

H18 0.200 5.5 0.099 2.7 0.058 1.6 0.023 0.6

H19 0.174 4.8 0.104 2.8 0.074 2.0 0.053 1.5

H20 0.098 2.7 0.068 1.9 0.048 1.3 0.010 0.3

H21 0.090 2.5 0.048 1.3 0.025 0.7 0.007 0.2

H22 0 087 2 4 0 049 1 3 0 039 1 1 0 025 0 7H22 0.087 2.4 0.049 1.3 0.039 1.1 0.025 0.7

平均 0.132 3.6 0.073 2.0 0.043 1.2 0.020 0.6

1/9 0.069 1.9 0.043 1.2 0.018 0.5 0.001 0.0

※豊水流量‥1年間を通じ 95日はこれを下回らない流量 低水流量‥1年間を通じ275日はこれを下回らない流量
平水流量 1年間を通じ185日はこれを下回らない流量 渇水流量 1年間を通じ355日はこれを下回らない流量

河川の類型指定と水質調査地点位置図

平水流量‥1年間を通じ185日はこれを下回らない流量 渇水流量‥1年間を通じ355日はこれを下回らない流量

河川の類型指定と水質調査地点位置図

注目すべき動物、植物としては、国の特別天然記念物であるニホンカモシカやツキノワグマ等の大型哺乳類をはじめ、オオタカ、
サンコウチョウ、カワセミといった鳥類、トウホクサンショウウオなどの両生・爬虫類、ホトケドジョウなどの魚類、ヒメギフチョウと
いった昆虫類など注目すべき動物が数多く確認されているほか、植物群落としては、タコノアシやナガミノツルキケマン、エビネな
ども確認されている。

平野部は 水田部においてタガメやアオスジカミキリ ヒヌマイトトンボなどの貴重な昆虫類が確認されている。

注目すべき動物注目すべき動物注目すべき植物注目すべき植物

平野部は、水田部においてタガメやアオスジカミキリ、ヒヌマイトトンボなどの貴重な昆虫類が確認されている。

ニホンカモシカ オオタカエビネタコノアシ
出典：「水と緑の渓流づくり調査報告書」（平成4年度、平成6年度）出典： 水と緑の渓流づくり調査報告書」（平成4年度、平成6年度）

：平成13年度 川内沢ダム環境調査業務委託報告書(平成13年、宮城県）
：平成11年度 川内沢ダム環境調査業務委託報告書（平成12年、宮城県）
：高舘・千貫山県自然環境保全地域学術調査報告書（昭和58年、宮城県）等
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治水事業の沿革治水事業の沿革治水事業の沿革治水事業の沿革 利水事業の沿革利水事業の沿革利水事業の沿革利水事業の沿革

川内沢川では、5つの堰において農業用水として利用している。

そのうち川内沢川掛かりは3つで、受益面積は合計35.7ha、最大取水量は合計0.145m3/sである。

これらの取水は 川内沢川の上流のため池3箇所や 度利用した水を再度利用する反復利用に

川内沢川は、昭和42年から61年にかけて「国営名取川農業水利事業」により一次整備され、S61年8
月豪雨を受け川内沢川上流部は昭和61年、62年に災害復旧関連事業で整備された。しかし、平成6
年9月の未曾有の洪水を受け、抜本的な川内沢川改修事業を行っている。

これらの取水は、川内沢川の上流のため池3箇所や、一度利用した水を再度利用する反復利用に
より最大限有効利用している。増田川

昭和40年～ ：中小河川改修事業
昭和44年～昭和51年 ：増田川総合開発（樽水ダム建設）

成 成 激甚 害 策特 急事 増 流寺 橋 修が平成6年～平成11年 ：激甚災害対策特別緊急事業。増田川下流寺野橋までの改修が完了。
川内沢川
昭和42年～昭和61年 ：国営名取川農業水利事業
昭和61年、昭和62年 ：川内沢川災害復旧関連事業

平成７年～ ：川内沢川改修事業（川内沢川放水路）平成７年～ ：川内沢川改修事業（川内沢川放水路）
南貞山運河
慶長6年（1601） ：開削の完了
明治11年～明治22年 ：野蒜築港に伴う拡幅工事
昭和42年～昭和61年 ：国営名取川農業水利事業：堤防の嵩上げ、河道拡幅、護岸工事

年
慶長2年
（1597） 平成

圏域内の主な河川の改修経緯圏域内の主な河川の改修経緯

最大 常時
井戸堰 6.1 0.025 0.017

備考受益面積(ha)施設名
取水量(m3/s)

川内沢川

　 　年

河川名

（1597）
　～
　慶長6年
（1601）

明治11年～
　　明治22年

昭和
40年

昭和
42年

昭和
44年

昭和
51年

昭和
61年

平成
6年

平成
7年

平成
11年

平成
19年
現在

増 田 川
中小河川改修事業 激甚災害対策

特別緊急事業
井戸堰 6 5
的場堰 20.6 0.083 0.057
千刈堰 9.0 0.037 0.025
学市堰 3.7 0.070 0.060
植松堰 49.0 0.128 0.046

*川内沢掛かりは 宮城県産業経済部との協議により決定された将来の取水見込み

川内沢川

掛かり*

名取川
掛かり

川内沢川

南貞山
運河

阿武隈川～名
取川まで開削

野蒜築港に伴う
拡幅工事

増 田 川
樽水ダム建設

国営名取川農業水利事業

川内沢川改修事業

特別緊急事業災害復旧

関連事業

*川内沢掛かりは、宮城県産業経済部との協議により決定された将来の取水見込み運河 取川まで開削 拡幅工事

北貞山
運河

野蒜築港に伴う
開削工事

残りの2つのかんがい用水（受益面積合計52.7ha、最大取水量は合計0.198m3/s）は、名取川頭

首工から取水され、釜房ダムにより補給・安定化されている。

S61,S62災害復旧関連事業

増田川・川内沢川・南貞山運河の整備状況

釜房ダムHPより

増田川 川内沢川 南貞山運河の整備状況
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過去の主な洪水過去の主な洪水過去の主な洪水過去の主な洪水

圏域内の主な洪水としては 過去には昭和 年のカ リ 台風 翌 年のアイオ 台風によ

過去の主な渇水過去の主な渇水過去の主な渇水過去の主な渇水

圏域内の主な洪水としては、過去には昭和22年のカスリン台風、翌23年のアイオン台風によ
るもの、昭和25年の台風11号崩れの熱帯性低気圧によるもの等が挙げられる。

近年においては、昭和61年8月5日、平成6年9月22日に発生した二つの記録的な豪雨により、

しかし、平成6年8月の渇水においては、隣接する樽水ダムの貯水率が20％まで落ち込み、川
内沢川中流においても、ほとんど水がない区間が生じた。

平成6年8月の渇水では、節水を呼びかける等の取水制限が行われた。

昭和昭和6161年年88月月55日洪水の被害状況写真日洪水の被害状況写真 平成平成66年年99月月2222日洪水の浸水状況日洪水の浸水状況

名取市、岩沼市、仙台市などに大きな被害を及ぼした。
平成6年8月の渇水では、節水を呼びかける等の取水制限が行われた。

平成6年8月の渇水時 常時（平成10年10月）

仙台空

増田川

南貞山運河

仙台空港

仙台空
港

五間堀川

川内沢川
増田川

広 浦

仙
台
東
部

仙台空港付近から名取川方向の状況仙台空港付近から名取川方向の状況

五間堀川

名取市閖上より増田川、仙台空港方面を望む名取市閖上より増田川、仙台空港方面を望む
名取川

部
道
路

平成平成66年年99月洪水における名取市の被害数量月洪水における名取市の被害数量

数量

名取市

負傷者 人 1

り災世帯 世帯 1,039

り災者 人 3,394

全壊・流出 棟 2

半壊・半流失 棟 2

区分 単位

人 県道愛島名取線上流の川内沢川県道愛島名取線上流の川内沢川

仙台空港場内の様子仙台空港場内の様子

一部破損 棟 8

床上浸水 棟 946

床下浸水 棟 1,736

非住家等 棟 672

衛生施設 ヶ所 9

農作物等 ha 1,617.25

教育施設 小・中・高その他小計 校 3

道路 ヶ所 101

住家

名取市北釜地区の浸水状況名取市北釜地区の浸水状況
仙台空港場内の様子仙台空港場内の様子 道路 ヶ所 101

橋梁 ヶ所 3

河川 ヶ所 32

下水道 ヶ所 5

広域水道・工業用水道 ヶ所 43

小計 ヶ所 11

公共土木施設

その他

川内沢川は、上流部の山地地帯、中流部の水田地帯、下流部の仙台空港に隣接する工場
地帯の大きく３つに分けられる。

南貞山運河合流点から国道4号横断部までの中下流低平地の河床勾配は1/4,000～南貞山運河合流点から国道4号横断部までの中下流低平地の河床勾配は1/4,000
1/3,000と緩やかで感潮区域となっている。国営名取川農業水利事業により川幅20m～15m
程度で一次整備済みで、工場が連担している状況である。

川内沢川からの洪水は河床勾配がほとんどない南貞山運河を通じて河口（広浦）まで流下
するため 大雨時においては排水不良となる場合が多いするため、大雨時においては排水不良となる場合が多い。

昭和61年8月洪水や平成6年9月洪水では、中下流低平地の排水不良に端を発し、洪水が河
川を溢水し大水害となった。

川内沢川中流部川内沢川中流部
（（沖の橋より下流を望む）沖の橋より下流を望む）

川内沢川下流部川内沢川下流部
（橋より上流を望む）（橋より上流を望む）

川内沢川上流部川内沢川上流部
（川内沢橋より上流を望む）（川内沢橋より上流を望む）

節水呼びかけポスター（名取市）
平成６年８月９日：河北新報

●主な渇水被害

・平成6年8月：取水制限を実施

三面張りでほぼ直線的な河道である三面張りでほぼ直線的な河道である
が、十分に植生が根付いており魚もが、十分に植生が根付いており魚も
多くみられる。多くみられる。

仙台空港に隣接する工場地帯の中を仙台空港に隣接する工場地帯の中を
流れる流れる

上流部の里山の中を流れており、五上流部の里山の中を流れており、五
分程度の護岸が施されている。分程度の護岸が施されている。

平成6年8月：取水制限を実施
・平成9年4月：番水制などの渇水被害が発生している。
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川内沢川の現状と課題川内沢川の現状と課題川内沢川の現状と課題川内沢川の現状と課題川内沢川の現状と課題川内沢川の現状と課題川内沢川の現状と課題川内沢川の現状と課題
【【川内沢川治水の現状川内沢川治水の現状】】

「国営名取川農業水利事業」により農業用排水路として一次整備されて以来、大きな改修が行わ

れおらず 隣接する増田川流域に比べて大きく治水安全度が劣るれおらず、隣接する増田川流域に比べて大きく治水安全度が劣る。

（治水安全度1/5～1/10程度）（治水安全度1/5 1/10程度）

【【川内沢川治水上の課題川内沢川治水上の課題】】

全体的に治水安全度が低い全体的に治水安全度が低い川内沢川の治水安全度を早期に向上川内沢川の治水安全度を早期に向上させる必要があるさせる必要がある全体的に治水安全度が低い全体的に治水安全度が低い川内沢川の治水安全度を早期に向上川内沢川の治水安全度を早期に向上させる必要があるさせる必要がある。。

特に特に密集市街地及び仙台空港とその周辺の臨空地域についてはついては早期に治水安全度を確保早期に治水安全度を確保するする特に特に密集市街地及び仙台空港とその周辺の臨空地域についてはついては早期に治水安全度を確保早期に治水安全度を確保するする

必要がある必要がある。。

不
不
足

不
足

川内沢川流下能力図（河川整備計画）
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川内沢川の現状と課題川内沢川の現状と課題川内沢川の現状と課題川内沢川の現状と課題川内沢川の現状と課題川内沢川の現状と課題川内沢川の現状と課題川内沢川の現状と課題

【【川内沢川の利水の現状川内沢川の利水の現状】】

増 川同様水量は豊富 な が 上流域 は農業用水とし 取水が行われ る 流域 ため増田川同様水量は豊富でないが、上流域では農業用水として取水が行われている。流域のため

池から用水を補給しているものの、水量確保に苦慮している。池から用水を補給しているものの、水量確保に苦慮している。

平成平成66年年88月の渇水のように川内沢川中流において水量が不足することがある月の渇水のように川内沢川中流において水量が不足することがある。。

【【川内沢川利水上の課題川内沢川利水上の課題】】【【川内沢川利水上の課題川内沢川利水上の課題】】

渇水時において渇水時において、、上流の川内沢川掛かり３箇所の既得農業用水の安定化上流の川内沢川掛かり３箇所の既得農業用水の安定化とと、、自然環境を良好に自然環境を良好に渇水時において渇水時において、、上流の川内沢川掛かり３箇所の既得農業用水の安定化上流の川内沢川掛かり３箇所の既得農業用水の安定化とと、、自然環境を良好に自然環境を良好に

保つことが可能なように感潮域を除く保つことが可能なように感潮域を除く中上流河川の水量の確保中上流河川の水量の確保を行う必要があるを行う必要がある。。

【【川内沢川の環境の現状川内沢川の環境の現状】】【【川内沢川の環境の現状川内沢川の環境の現状】】

川内沢川川内沢川の流域においてはの流域においては、、仙台空港を中心とした都市開発仙台空港を中心とした都市開発が進められていると同時にが進められていると同時に、、水田を水田を
中心と た農業基盤整備中心と た農業基盤整備が行われ るが行われ る中心とした農業基盤整備中心とした農業基盤整備が行われているが行われている。。

川内沢川川内沢川上流の山地部上流の山地部においてはにおいては ニホンカモシカやオオタカなどの貴重種が確認されるなどニホンカモシカやオオタカなどの貴重種が確認されるなど川内沢川川内沢川上流の山地部上流の山地部においてはにおいては、、ニホンカモシカやオオタカなどの貴重種が確認されるなどニホンカモシカやオオタカなどの貴重種が確認されるなど、、
良好な自然環境良好な自然環境が形成されているが形成されている。。

川内沢川の環境の課題川内沢川の環境の課題】】川内沢川の環境の課題川内沢川の環境の課題】】

川内沢川の改修を進める際は川内沢川の改修を進める際は、、上記のような社会環境上記のような社会環境、、自然環境に十分配慮しながら自然環境に十分配慮しながら、、治水治水・・利利
水水・・環境のバランスを図った整備を進める必要環境のバランスを図った整備を進める必要があるがある。。
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増田川圏域河川整備計画増田川圏域河川整備計画((平成平成2121年２月策定）年２月策定）増田川圏域河川整備計画増田川圏域河川整備計画((平成平成2121年２月策定）年２月策定）
川内沢川の治水計画は、増田川同様、治水安全度1/50であるが、現況河道はほとんど改修されてお

増田川圏域河川整備計画増田川圏域河川整備計画((平成平成2121年２月策定）年２月策定）増田川圏域河川整備計画増田川圏域河川整備計画((平成平成2121年２月策定）年２月策定）
川内沢川の治水計画は、増田川同様、治水安全度1/50であるが、現況河道はほとんど改修されてお
らず、現況河川の治水安全度は1/10以下である。

在 改修計 流 ダ 流部 道拡幅 流部 放水路を建現在の川内沢川の改修計画としては、上流に川内沢ダム、中流部は河道拡幅、下流部は放水路を建
設する計画としている。設する計画としている。

利水計画としては、現在のところ、川内沢ダムより正常流量を補給する計画としている。
修 ジ修 ジ川内沢川改修イメージ図川内沢川改修イメージ図

利水計画

既得かんがい用水既得かんがい用水((最大最大0.145m0.145m33/s)/s)、、
維持流量の確保を目的に正常流量維持流量の確保を目的に正常流量維持流量の確保を目的に正常流量維持流量の確保を目的に正常流量
を川内沢ダムより補給する計画を川内沢ダムより補給する計画

川内沢川計画概要川内沢川計画概要

山地
9.16km2

川内沢川計画概要川内沢川計画概要

流域面積

山地
（うちダム流域4.6km2)

平地 8.14km2
川川川内沢川計画高水流量配分図川内沢川計画高水流量配分図

合計 17.30km2

川川川内沢川計画高水流量配分図川内沢川計画高水流量配分図

流路
延長 9.4km

標高差 0.03km標高差

日雨量 309mm
40

計画対象雨量 時間雨量 88mm

確率 1/50

40

確率 1/50

流出算定法 貯留関数法

主な洪水防御施設 川内沢ダム、川内沢川放水路
（ ）：基本高水 ９



河川整備計画の目標河川整備計画の目標河川整備計画の目標河川整備計画の目標

増田川圏域の知事管理区間の河川整備は、今後30年間を計画対象期間とする。

ただし、これは、現在の知見により設定したものであり、洪水などの被害の発生状況、水利
用の変化や渇水被害の発生状況、河川環境の変化、および社会経済情勢の変化に応じ
て 適宜 見直しを行うて、適宜、見直しを行う。

河川整備計画の治水の目標は、仙台空港及びその周辺地域、密集市街地において、50年
に1度程度の降雨（計画日雨量309mm)が発生した場合に想定される洪水に対して浸水を
防止するとともに その他地域においても浸水被害の軽減を図ることを目標とする防止するとともに、その他地域においても浸水被害の軽減を図ることを目標とする。
（これは、概ね昭和19年の台風16号による洪水、及び昭和23年のアイオン台風による洪水（ 、概 昭和 年 風 号 洪 、及 昭和 年 風 洪
と同等の規模の洪水となる。）

超過洪水等の対応として 危機管理情報の提供 地域防災力の強化を図る超過洪水等の対応として、危機管理情報の提供、地域防災力の強化を図る。

川内沢川では 水量の量的管理が重要であることから 動植物の保護・流水の清潔の保川内沢川では、水量の量的管理が重要であることから、動植物の保護・流水の清潔の保
持、及び農業用水を中心とした水利用に対して、10年に1度程度の渇水時においても対応
可能な水量を確保する。

※「一級河川名取川水系 増田川圏域河川整備計画 H21.2」より抜粋
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増田川圏域河川整備計画の概要増田川圏域河川整備計画の概要増田川圏域河川整備計画の概要増田川圏域河川整備計画の概要増田川圏域河川整備計画の概要増田川圏域河川整備計画の概要増田川圏域河川整備計画の概要増田川圏域河川整備計画の概要
川内沢川下流部の仙台空港及び臨空地域を、目標と

現 況

川内沢川下流部の仙台空港及び臨空地域を、目標と
する治水安全度に向上させるため、川内沢川放水路
（延長5,640m）を整備する。

洪水流下のネック地点となっている国道４号及びJR 現 況洪水流下のネック地点となっている国道４号及びJR
東北本線の横断部を改修し、これより上流域の浸水
被害軽減を図るため、 川内沢川放水路分流点から小
豆島承水路合流点までの河道改修（延長1,810m）を島承水路合流点ま 河道改修（延長 , ）を
実施する。

計画目標達成に不可欠な川内沢ダムの整備に向け、
引き続き調査・検討を実施していく引き続き調査・検討を実施していく。

（実施計画調査中）

増田川整備区間
川内沢川整備区間

B-B’断面 川内沢川放水路（寺野橋上流部） （広浦合流点から1 5km上流） C-C’断面 川内沢川（館腰地区） （広浦合流点から4.9km上流）B-B 断面 川内沢川放水路（寺野橋上流部） （広浦合流点から1.5km上流） C C 断面 川内沢川（館腰地区） （広浦合流点から4.9km上流）

計 画
計 画

計 画
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増田川圏域河川整備計画の概要増田川圏域河川整備計画の概要増田川圏域河川整備計画の概要増田川圏域河川整備計画の概要増田川圏域河川整備計画の概要増田川圏域河川整備計画の概要増田川圏域河川整備計画の概要増田川圏域河川整備計画の概要

川内沢沿川の洪水被害の軽減、水需要への対
応や渇水被害の軽減を図るため 名取市笠島地応や渇水被害の軽減を図るため、名取市笠島地
先に、洪水調節、流水の正常な機能の維持を目洪 機
的に川内沢ダムを計画している。

川内沢ダムの諸元川内沢ダムの諸元
ダム形式：重力式コンクリートダム
堤 高 ３７ ０堤 高： ３７．０ｍ
堤頂長： １３８．０ｍ
堤体積：４４，４００m3
総貯水容量 ：１ ７００千m3総貯水容量 ：１，７００千m3
有効貯水容量：１，４８０千m3

①洪水調節①洪水調節

川内沢ダムの建設される地点における計画
高 節高水流量４０m3/sのうち、３５m3/sの洪水調節
を行うを行う。

②流水の正常な機能の維持

川内沢川沿岸の既得用水の補給等 流水の
川内沢ダム貯水池容量配分図

川内沢川沿岸の既得用水の補給等、流水の
正常な機能の維持と増進を図る。機 維 増 。
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東日本大震災と復興計画東日本大震災と復興計画東日本大震災と復興計画東日本大震災と復興計画東 本大震災 復興計画東 本大震災 復興計画東 本大震災 復興計画東 本大震災 復興計画

岩沼市で47cm
の地盤沈下

川内沢ダム

増田川

の地盤沈下

仙台空港

川内沢ダム

川内沢川放水路

五間堀川

出典：内閣府 防災情報のページより
出典：国土地理院「平成23年東北地方太平洋沖地震
に伴う地盤沈下調査結果について」（2011.1.14）より

南貞山運河

復興計画「名取市震災復興計画（平成23年度～平成29年度）H23.10」 復興計画「岩沼市震災復興計画マスタープランH23.9」

出典：日本地理学会 津波被災マップより

◇１次防御ライン
数十年から百数十年規

模 津 津

仙台空港を利用した他
国技術との国際連携

模の津波（津波防護レベル
）に対して海岸堤防、名取
川河川堤防を強化する。◇2次防御ライン

巨大津波（津波減災レベル）
に対して1次防御ラインを越えた
場合に多重的に防御する。

自然共生・国際
医療産業都市の他都市と 連携

場合に多重的に防御する。

◇住居機能再建ゾーン
び

◇工業団地の復興

医療産業都市の
誘致

他都市との連携

避難対策及び防災
システム等の津波対策
や内水対策を施し、住
居機能を再建する。 ◇千年希望の丘

（国営公園）

※2次防御ラインの位置については、国、県、隣接市等と調整のうえ今後検討 １３



宮城県震災復興基本方針・復興計画宮城県震災復興基本方針・復興計画宮城県震災復興基本方針・復興計画宮城県震災復興基本方針・復興計画
１ 宮城県震災復興基本方針：宮城県（平成23年４月策定）

宮城県震災復興基本方針 復興計画宮城県震災復興基本方針 復興計画宮城県震災復興基本方針 復興計画宮城県震災復興基本方針 復興計画

全体１０年間の計画期間を３期に区分し，被災者支援を中心に生活基盤や公共施設を復旧させる「

基本的な考え方

復旧期」として３年間（H23～25 年度），直接の被災者だけでなく，震災の影響により生活・事業等に
支障を来している方々へ支援をさらに広げていくとともに，本県の再生に向けたインフラ整備などを
充実させる「再生期」として４年間（H26～29 年度） 県勢の発展に向けて戦略的に取組を推進して充実させる「再生期」として４年間（H26～29 年度），県勢の発展に向けて戦略的に取組を推進して
いく「発展期」として３年間（H30～32 年度）を，それぞれ設定します。

５ 県全体の復興の方向性（震災復興基本方針抜粋）
（５）公共土木施設

②海岸 河川などの県土保全②海岸，河川などの県土保全
復旧期：特に地盤沈下等により，洪水被害ポテンシャルが高まった低平地においては，総合的な洪水防御対策を検討した上で着手します。

２ 宮城県震災復興計画：宮城県（平成23年10月策定）

６ 分野別の復興の方向性（震災復興計画抜粋）震
（５）公共土木施設

②河川，海岸などの県土保全
洪水等による二次災害を防止するため 決壊した河川堤防等の応急復旧を早急に完了させ 本格復旧を実施します また 地盤沈下等の影響により 洪洪水等による二次災害を防止するため，決壊した河川堤防等の応急復旧を早急に完了させ，本格復旧を実施します。また，地盤沈下等の影響により，洪

水被害のリスクが高まった低平地の治水安全度を早急に向上させるため，河道改修やダムなどの整備による総合的な洪水防御対策を実施します。
【主な事業】

・公共土木施設災害復旧事業（河川，ダム） 【復旧期】【再生期】
・河川改修事業 【復旧期】【再生期】【発展期】
・河川改修事業（復興） 【復旧期】【再生期】【発展期】・河川改修事業（復興） 【復旧期】【再生期】【発展期】
・河川総合開発事業（ダム） 【復旧期】【再生期】【発展期】

３ 宮城県社会資本再生・復興計画：土木部（平成23年10月策定）

事業計画編（社会資本再生・復興計画抜粋）事業計画編（社会資本再生 復興計画抜粋）
１．主要施策の各期別の取組

（１）計滅的な被害を回避する粘り強い県土構造への転換
）多重防護などによる総合的な防災力の強化２）多重防護などによる総合的な防災力の強化

【復旧期】（H23～H25）
・洪水被害のリスクが高まった低平地においては、ダム施設の整備などを併せた総合治水対策に着手します。洪水被害のリスクが高まった低平地においては、ダム施設の整備などを併せた総合治水対策に着手します。
<取り組む事業>河川総合開発事業，河川改修事業，河川局部改良事業（ダム施設の整備と併せた総合治水対策）

【再生期】（H26～H29）
ダム建設の適切な事業進捗を図ると共に 流域が 体とな た総合治水対策を進め 治水安全度の更なる向上を図ります・ダム建設の適切な事業進捗を図ると共に，流域が一体となった総合治水対策を進め，治水安全度の更なる向上を図ります。

<取り組む事業> >河川総合開発事業，河川改修事業，河川局部改良事業（ダム施設の整備と併せた総合治水対策 １４



川内沢川の復旧計画川内沢川の復旧計画川内沢川の復旧計画川内沢川の復旧計画川内沢川の復旧計画川内沢川の復旧計画川内沢川の復旧計画川内沢川の復旧計画

復旧計画復旧計画復旧計画復旧計画

津波水位対応区間

川内沢川内沢川復旧計画平面図川復旧計画平面図川内沢川内沢川復旧計画平面図川復旧計画平面図

沈下戻し区間沈下戻し区間津波水位

対応区間

L=455m

津波水位

対応区間

L=455m
沈下戻し区間 L=3,245m沈下戻し区間 L=3,245m

L 455mL 455m
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治水計画：計画規模の設定治水計画：計画規模の設定治水計画：計画規模の設定治水計画：計画規模の設定治水計画：計画規模の設定治水計画：計画規模の設定治水計画：計画規模の設定治水計画：計画規模の設定
川内沢川の計画規模は、1)河川の重要度、2)近隣または県内都市河川とのバランスを考慮した上

確率 と設定し る
（2）近隣または県内都市河川とのバランスからの評価・・・・・1/50

で、確率1/50と設定している。

（1）河川の重要度の評価 ・・・・・ 1/30～1/50程度

川内沢川流域は、増田川流域と五間堀流域と隣接しているとともに、南貞山運河により、増田
川、五間堀川とつながっており、これら河川は、一つの水系としての整備が必要と考えられる。

増田川、五間堀川の治水安全度は1/50であり、同程度の都市河川も1/50で整備されている河

重要度の評価は、①流域面積、②想定氾濫区域内人口、③想定氾濫区域内一般資産額、④
想定氾濫区域内工業出荷額の4つの指標により流域を評価する。

川内沢川は、流域面積は小さいものの、想定氾濫域区域内の人口、資産が比較的大きいこと

川が多い。したがって、近隣または県内都市河川とのバランスからの評価は、1/50とすること
が妥当と判断する。

から、治水計画規模としては1/30～1/50程度と評価される。

川内沢川の流域面積、想定氾濫区域内人口・一般資産額・工業出荷額川内沢川の流域面積、想定氾濫区域内人口・一般資産額・工業出荷額

人口(人) 一般資産(億円) 工業出荷額(億円)

川内沢川 17 3 4035 0 651 6 187 0

河川名
流域面積

（km2）

想 定 氾 濫 区 域 内

県内における代表的な都市河川の治水安全度県内における代表的な都市河川の治水安全度

川内沢川 17.3 4035.0 651.6 187.0

治 水 計 画 規 模
流 域 面 積 想  定  氾  濫  区  域  内

治水計画規模を決定する指標（宮城県資料）

区分 河川名 流域面積 計画規摸

増田川 54.6km2 1/50

五間堀川 92.5 1/50
1級

人 口 (人 ) 一 般 資 産 (億 円 ) 工業出荷額(億円)

1/10～ 1/30 100未 満 3千 未 満 300未 満 100未 満

1/30～ 1/50 ～ 200未 満 ～ 1万 未 満 ～ 1千 未 満 ～ 300未 満

治 水 計 画 規 模
（ km2） 砂押川 54.8 1/50

高城川 139.6 1/50

坂元川 19.2 1/50
2級

/ / 未 満 万 未 満 千 未 満 未 満

1/50～ 1/100 200以 上 1万 以 上 1千 以 上 300以 上

※一般資産とは、家屋資産、家庭用品資産、事業所資産、農漁家資産をいう

大川 168.0 1/50

川内沢川の計画規模川内沢川の計画規模
川内沢川の計画規模は、前述の２つの点から総合的に判断して、計画規模を1/50とする。

1)河川の重要度 ：1/30～1/50程度

2)県内バランス ：1/50以上

川内沢川の計画規模 ：1/50

参考1）既往洪水被害の実態

川内沢川流域では 過去に以下のような洪水により被害が発生している川内沢川流域では、過去に以下のような洪水により被害が発生している。

昭和61年8月5日洪水 確率1/80～1/100程度

平成6年9月22日洪水 確率1/180程度

平成14年7月11日洪水 確率1/10～1/20程度

参考2）重要施設や重要幹線等の存在

川内沢川流域には 前述した流域内資産に加え 下流域に仙台空港や矢野目工業団地と川内沢川流域には、前述した流域内資産に加え、下流域に仙台空港や矢野目工業団地と
いう重要施設を抱えている。さらに、流域内に重要幹線である国道4号、JR東北本線が通
過しており、非常に重要度が高い。 １７



治水計画：計画雨量・降雨治水計画：計画雨量・降雨治水計画：計画雨量・降雨治水計画：計画雨量・降雨治水計画：計画雨量 降雨治水計画：計画雨量 降雨治水計画：計画雨量 降雨治水計画：計画雨量 降雨
川内沢川流域では、様々な雨の降り方による洪水を経験しており、雨の時間的な降り方が

様ではない よ て 過去の著名な洪水から雨の降り方の異なる6洪水を最終的に選定し
川内沢川の計画雨量は、川内沢ダムの洪水到達時間が2～3時間と短いことから日雨量を採

一様ではない。よって、過去の著名な洪水から雨の降り方の異なる6洪水を最終的に選定し、
前項で設定した計画雨量309mmとなるよう「引き伸ばし」を行ったのち、流出計算を実施し、
最も流出量が大きくなる降雨波形を選定している。

用している。

川内沢川の計画規模は前述したとおり、確率1/50としている。この確率1/50に対応した日雨量
は 仙台雨量観測所及び樽水雨量観測所の明治21年から平成6年までの合計107年間分の

川内沢川計画対象降雨の引き伸し率

日雨量 ピーク雨量 
引伸し率

は、仙台雨量観測所及び樽水雨量観測所の明治21年から平成6年までの合計107年間分の
雨量データにより確率処理を行い、309mm／日と算定している。

この雨量は、隣接する増田川・五間堀川と比べても同等であり、妥当なものと判断している。

(mm) (mm/h) 
引伸し率

S19.9.12 280.68 60.43 1.100 

S23.9.16 330.03 94.11 0.936 

S25.8.4 169.91 23.82 1.817 

S61.8.4 366.00 44.00 0.844 

H2.9.20 185.00 45.00 1.669 

H6.9.22 474.00 84.00 0.652 
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治水計画：流出解析モデル治水計画：流出解析モデル治水計画：流出解析モデル治水計画：流出解析モデル
設定した降雨から流量を算出するため、流出解析モデルを作成している。

流出解析は、川内沢川流域を地形状況から小流域に分割した上で行う。このとき、雨水が直接河川に流入する「直接流域」と、雨水が直接河川に流入できず、ポンプ等により排水する「間接流域」に流域
が分割している。

川内沢川流出解析モデル

8 0 3/

17.9m3/s

4.7m3/s

8.0m3/s

治水計画：基本高水ピーク流量治水計画：基本高水ピーク流量治水計画：基本高水ピーク流量治水計画：基本高水ピーク流量

水防御方式 「ダ 放水路 道拡幅 計 高水流 を算

治水治水計画：計画：計画高水流量計画高水流量治水治水計画：計画：計画高水流量計画高水流量

前項の流出解析モデルをもとに、選定した6降雨を対象に、ダム等の洪水調節施設で調節
する前の流量「基本高水ピーク流量」を算出している。

6降雨のうち、S23.9型が最もピーク流量が大きくなる降雨波形となり、この降雨波形により
算定された各地点 ピ ク流量を基本高水ピ ク流量と る

川内沢川の洪水防御方式は、「ダム+放水路+河道拡幅」とし、計画高水流量を算出している。

計画高水流量も、基本高水ピーク流量と同様、選定した6降雨波形を対象に計算を行い、各

地点毎の流量を設定する。この結果、計画高水流量は各地点のピーク流量が最も大きい
S23 9型で決定した算定された各地点のピーク流量を基本高水ピーク流量としている。

基本高水ピーク流量基本高水ピーク流量

S23.9型で決定した。

計画高水流量計画高水流量

ダム治水容量

（千
3
)

洪水名
ダム
流域

ダム
放流量

中の沢
残流域

南　沢 桑唐沢 南　沢
合流後

県道仙台
岩沼線

館　腰
基準点

仙台東部
道 路

南貞山運河
合流地点

3.0

(4.5) 

2.7

(4.5) 

3.4

(4.6) 

2.7

(4.6) 

（千m
3
)

899

902

850

885

洪水名 流域

3.65km
2

放流量
（最大）

残流域

0.10km
2

1.96km
2

0.85km
2

合流後

6.56km
2

岩沼線

8.29km
2

準点

13.55km
2

道　　路
(P=6.3+11.6)

合流地点
(P=8.0+4.7)

S19.9 34.3 1.2 14.1 7.3 24.8 38.0 66.3 84.2 96.9

S23.9 37.1 1.4 23.4 7.8 35.0 49.0 77.1 95.0 107.7

S25.8 29.0 1.0 12.2 6.3 22.9 34.3 58.2 76.1 88.8

S61.8 24.4 0.8 11.8 5.3 21.5 31.1 49.9 67.8 80.5

2.6

(4.4) 

2.0

(4.3) 

2.7

(4.5) 

計画高水流量 40 3 － － － － 50 80 95 － － 

902

－ 

843

783

H2.9 35.7 1.3 21.1 7.5 32.4 45.8 73.4 91.3 104.0

H6.9 24.3 0.9 13.3 5.0 21.1 29.5 48.5 66.4 79.1

最 大 37.1 1.4 23.4 7.8 35.0 49.0 77.1 95.0 107.7

比流量

(m
3
/s/km

2
)

10.2 － 14.0 17.1 9.2 5.4 － － － － 

40

■：基準地点

40
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■：基準地点
(単位：m3/s)


